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常温接合 Nd:YAG/ダイヤモンド複合構造レーザの熱複屈折評価 

Evaluation of the thermally induced birefringence in a Nd:YAG /diamond composite  

fabricated with the room-temperature bonding 
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固体レーザを連続波動作や強励起で動作させるとレ

ーザ結晶内に熱が蓄積し，熱レンズ効果や熱複屈折に

よってビーム品質や効率の低下，熱破壊が起こるため，

高出力動作が困難となる．これらの熱問題にはレーザ

活性イオン添加材料と無添加材料を一体化することで

添加材料からの直接的な熱引きが可能な複合構造が有

効である．複合構造は主に拡散接合を用いて作製され

ているが，高温プロセスのためにほとんど同種材料の

接合に限定されていた． 

最近，我々は異種材料同士を接合する新手法として

常温接合[1]を用い，無添加材料として YAG の約 200

倍大きい熱伝導率 2000 W/mKを有するダイヤモンドを

使用した Nd:YAG 及び Nd:YVO₄複合構造レーザを作

製し，レーザ発振に成功した[2]．そして,複合構造の方

が高出力励起が可能で得られる出力も大きくなること

が分かった(Fig.1)[3].そこで今回,複合構造で熱効果が

低減されているのを直接的に評価すべく,熱複屈折誘

起デポラリゼーションの測定を行った. 

測定にはポンプ-プローブ法を用いた[4].波長 808 

nm のファイバー結合半導体レーザを励起光源とし，

ビーム半径 200 µm で試料に集光した．試料は Nd:YAG

結晶(3 mm×3 mm×3 mmt)の入射端面にダイヤモンド(3 

mm×3 mm×1.5 mmt)を接合した複合構造を用いた.ま

た,比較用にNd:YAG結晶単体を用い,いずれの試料も

インジウムシートを介して銅のホルダに固定した.プ

ローブ光には波長 635 nmの半導体レーザを使用した．

プローブ光は偏光子および試料を通過した後,平凸レ

ンズの平面部分で反射し再び試料を通りハーフミラ

ーで一部が反射される.偏光子と直交した検光子を用

い,熱複屈折効果によって元の直線偏光からデポララ

イズされたプローブ光成分のみを検出し,デポラリゼ 

 

ーションを求めた. 

測定結果を Fig.2 に示す. Nd:YAG 結晶単体に比

べ,Nd:YAG/ダイヤモンド複合構造のデポラリゼーシ

ョンが 2 分の 1 程度に小さくなった.このことから,複

合構造におけるダイヤモンドの排熱効果が大きいと考

えられる.  

Fig.1  Laser characteristics (RO.C. = 80 %) 

 

  

Fig.2  Dependence of the depolarization on the       

absorbed pump power    
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